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⽇本教育社会学会 若⼿研究者交流会 

2025年3⽉9⽇(⽇) 於早稲⽥⼤学 

修⼠論⽂におけるオートエスノグラフィ的⼿法による効果と課題 

津⽥塾⼤学⼤学院 国際関係学研究科 修⼠課程 飯島陽良 

（im2332ih@gm.tsuda.ac.jp）

1. 報告の⽬的 

本報告では、今年⼀⽉に提出した修⼠論⽂「現代⽇本社会におけるオルタナティブ教育の変容とその⾏ 

⽅―当事者の語るシュタイナー学校の教育運動を⼿がかりに―」をもとに、オートエスノグラフィの効果 

と課題について議論を深められたらと思う。本研究は、当事者によって浮き彫りにされるオルタナティブ 

教育の意味づけに着⽬した。研究⼿法として、オルタナティブ教育当事者の体験や葛藤の内実を明らかに 

するために、オルタナティブ教育の当事者（卒業⽣・保護者・教員）を対象とした半構造化インタビュー

と参与観察の実施に加えて、オルタナティブ教育を⼋年間受けた報告者/調査者によるオートエスノグラ 

フィを⽤いた。 

2. 問題関⼼の背景とオートエスノグラフィ 

報告者が研究⼿法としてオートエスノグラフィを取り⼊れた背景は、本研究の問題関⼼と地続きになっ 

ている。オルタナティブ教育は先⾏研究において、不登校問題によって「学校」への違和感が顕在化し、 

「⼀条校」とそこで実施されるメインストリームの教育としての公教育に対する「アンチテーゼ」（⼤野, 

2008: 95）として台頭したと整理がなされてきた（菊池・永⽥ 2001, ⼭本 2014）。オルタナティブ教育 

を取り巻く実態が様々な⾓度から議論されてきたが、その運営形態や実践内容・⽬的は多様であり「オル 

タナティブ教育とは何か」を明確に定義するのは困難とされてきた（永⽥ 2005, 森⽥ 2016, 藤根 2019な 

ど）。 

この「オルタナティブ教育とは何か」の問いは、オルタナティブ教育を受けた調査者にとって、オルタ 

ナティブスクールを卒業後、⼤学に⼊学し再びメインストリーム（主流社会・公教育）に再会した後に蓄 

積された様々な違和感の正体を明らかにする試みの過程においても浮かび上がってきた。本研究はこのよ 

うな報告者の違和感や葛藤の体験からリサーチ・クエスチョンが設定された。そして、⾃らを調査対象に 

含むオートエスノグラフィを⽤いることで、当事者の語りや参与観察を通して⾒えてくる、当事者間の関 

係性から浮き彫りにされる実態に焦点を当て「オルタナティブ教育とは何か」を明らかにする試みであ 

る。本研究におけるオートエスノグラフィでは、オルタナティブ教育を受けた調査者⾃⾝も考察の対象と 

なり、その考察は研究の進⾏と常に並⾛して⾏われる。加えて、内省を伴う作業には、⾃分⾃⾝を調査対 

象と切り離して考察する過程そのものも含まれており、研究の進⾏に連動して変容する調査者と調査対象 

との距離が発⽣する。同時に調査者は研究の全過程を通して、調査対象との間の距離感をあえて意識する 

ことにより、⾃分⾃⾝が当事者の⼀員として埋め込まれた状況とともに、対象者によって浮かび上がって 

くるオルタナティブ教育の意味づけを確認した。 

3. オートエスノグラフィによる結果 

以上のようなオートエスノグラフィを⽤いた調査と考察を通じて、当事者による意味づけから⾒えてき 

たのは次の三点である。まず、オルタナティブ教育の当事者間の関係性からは、オルタナティブ教育の実 

践の場すなわち学校が、単に教育実践の場としての機能を有するだけでなく、同時にオルタナティブな社 

会運動的側⾯をもつ活動の場としても機能していることが明らかになった。また、学校という場がオルタ 

ナティブな志向性を持つコミュニティによって⽀えられている内実も浮かび上がってきた。さらに、この 

ようなオルタナティブな教育実践の場は、現代⽇本社会においてメインストリーム（主流社会・公教育） 

1



 との境界でジレンマに直⾯することが明らかになった。このジレンマは、組織運営や教育実践を⽀えてい 

 る当事者の学校への参与や教育実践の場そのものの変容によってオルタナティブ教育としての意味づけが 

 なされているいっぽう、それと同時にメインストリーム（主流社会・公教育）においては、オルタナティ 

 ブであることがその実践を保持する（すなわちオルタナティブな実践としての意味合いを持ち続ける）う 

 えで障壁として当事者の前に⽴ち現れる内実である。以上のことから、当事者によって「オルタナティブ 

 教育とは何か」に付与されたのは、オルタナティブという概念に内包されたジレンマそのものであると⾔ 

 えるのではないだろうか。 

 4. 総括 

  以上、修⼠論⽂ではオートエスノグラフィによって「オルタナティブ教育とは何か」に対する当事者に 

 よる意味付けを試みた。この本研究を貫く問いと結論は、オートエスノグラフィによって報告者が体験し 

 た違和感の正体を探る過程で浮かび上がってきた。しかしながら、問いの背景にある調査者⾃⾝の違和感 

 の正体を明確に描くことはできなかった点が、課題の⼀つとして挙げられる。その理由として推察できる 

 のは、第⼀に、オルタナティブというあり⽅⾃体がそこに内包された線引の曖昧さや、確固たる定義が確 

 ⽴されるのではなく、メインストリームによって意味づけがなされるという周縁的な⽴ち位置に起因する 

 所以である。第⼆に、（本報告は修⼠論⽂の内容そのものを扱う⽬的ではなかったため、具体的なデータ 

 に触れることは出来なかったが）聞き取り調査を実施したシュタイナー学校の関係者（卒業⽣・保護者・ 

 教員）の語りからは、オルタナティブ教育の当事者が常にメインストリームとの狭間でオルタナティブと 

 してのあり⽅が正しいのかを問われる状況にあることが窺えた。卒業⽣が⾃⾝の体験を肯定的に受け⽌め 

 つつも「合う・合わないは⼈による」、「⾃分の⼦どもを（同じ学校に）⼊れるはわからない」と語った 

 ことからも推察できるように、⾃⾝が受けてきた教育に対して⼀元的に良し悪しの評価ができないこと 

 も、オルタナティブなあり⽅に付与されたジレンマであると⽰唆される為である。 

 参考⽂献 

 ⽯原真⾐, 2020,「＜沈黙＞の⾃伝的⺠族誌–サイレント・アイヌの痛みと救済の物語」北海道⼤学出版  

  会。 

 井本由紀, 2013, 「オートエスノグラフィー」 藤⽥結⼦・北村⽂（編）『現代エスノグラフィー―新しい 

  フィールドワークの理論と実践』新曜社, pp. 104-111. 

 ⼤野裕美, 2008,「⽇本におけるシュタイナー教育の動向」名古屋市⽴⼤学⼤学院⼈間⽂化研究所 ⼈間⽂ 

  化研究 第10号, pp. 91-106.  

 菊池栄治・永⽥佳之, 2001,「オルタナティブな学び舎の社会学―教育の＜公共性＞を再考する―」『教育 

  社会学研究』第68集, pp. 65-84. 

 永⽥佳之, 2005,「オルタナティブ教育 ―国際⽐較に⾒る21世紀の学校づくり」新評論。 

 藤根雅之,2019, 「オルタナティブスクール・フリースクール研究に関する⽂献検討–オルタナティブ教育 

  研究が位置づく知識構造と社会運動としての捉え直し–」『⼤阪⼤学教育学年報』第24号, pp. 97-110. 

 ̶ ̶̶̶ 2024,「オルタナティブ教育運動の社会学–ネットワークのダイナミズムと公共性への挑戦」ナカ 

  ニシヤ出版。 

 本⽥由紀, 2020,「教育は何を評価してきたのか」岩波新書。 

 森⽥次朗, 2016,「学校社会学の新しい分析枠組みを構想する―現代⽇本社会における『オルタナティブ・ 

  スクール』の諸形態からみた学校⽂化研究の可能性―」『中京⼤学現代社会学部紀要』第9巻 第2号,  

  pp. 129-160. 

 ⼭本正⾝, 2014,「⽇本教育史–教育の『今』を歴史から考える–」慶応義塾⼤学出版会。 

2



3



4



5



•
•

•

6



•
•
•
•

7



8



9



➕

10



X

11



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

12



ICT  
 

 
 

fcan.0128.suedu@gmail.com  
 

.  
ICT

ICT
 

2021
GIGA ICT

2022
1 1

 
ICT

ICT
2007 ICT

2015
2018

2020
 2020 p.71

ICT
 

ICT
ICT

ICT

 
 
.  

ICT 1985

                                                  
 3 1

71.8 43.8
35.6  

13



 1995 p.128  
ICT

ICT 1 1
1 1

ICT
 

ICT
ICT

ICT
2013

ICT
ICT

ICT
 

ICT
ICT

GIGA 2021
1 4 1

1 7 ICT
7

 
 

.  
3

ICT

 1985 p.128
ICT

ICT
ICT

 
 

14



 
2013

pp.203-222. 
2021 30

pp.64-74. 
1985

40 pp.126-137. 
 

 
JST JPMJSP2125
 

 

15


	１_表紙0515 72.pdf
	２_目次1023-圧縮.pdf
	1.pdf
	1 飯島陽良_0427加筆修正版.pdf
	２　R1⑤_若手研究者交流会当日用資料＿一橋大学大学院＿市村望200.pdf
	４　R1③_藤川寛之　ワード印刷低解像度.pdf




